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主な内容
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世 帯 数 ２万 4,756 （− 14）
人　 口 ５万 6,046 （− 61）

男 ２万 6,178 （− 16）
女 ２万 9,868 （− 45）

出　 生 38
死　 亡 76
転　 入 104
転　 出 125

（３月１日現在 : 住民基本台帳）
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（姉妹都市の大韓民国順天市にて３月５日撮影）

｢2013順天湾国際庭園博覧会（4月20日〜 10月20日）で展示中」



　
　

子
ど
も
が
も
ら
う
感
動
か
ら

あ
な
た
が
も
ら
う
感
動
へ

私たちと一緒に民泊始めませんか

　

本
市
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
民
泊
体
験
。

　
民
泊
と
は
、「
生
命
を
育
む
こ
と
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
子
ど
も
達

が
宿
泊
し
共
同
炊
事
・
農
業
体
験
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る

も
の
。

　
今
年
も
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
多
く
の
子
ど
も
達
が
期
待
と
不
安
を
胸

に
や
っ
て
来
ま
す
。

　
こ
の
す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
る
の
も
、
受
け
入
れ
る
方
々
の
お
か
げ
で

す
。

こ
ん
な
民
泊
受
け
入
れ
先
を
探
し
て
い
ま
す
！

○
子
ど
も
達
と
一
緒
に
料
理
を
つ
く
り
、
自
分
の
体
験
談
な
ど

　
の
話
を
し
て
く
だ
さ
る
方

○
自
分
の
畑
や
近
所
の
農
家
で
農
業
体
験
が
一
緒
に
で
き
る
方

○
家
庭
菜
園
か
ら
野
菜
を
収
穫
し
て
、
夕
食
の
材
料
に
な
る
環

　
境
の
方
は
な
お
良
い
で
し
ょ
う
。
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れた方の感想

問い合わせ先　本庁観光交流課（☎６３−４０５９）
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市役所本庁
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消
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１階

 

４月末まで財政課は２階に、観光交流課は１階にあります。

都市計画課

読書推進課

給湯室倉庫

学校教育課

小会議室

男

WC WC
教育総務課財政課

３階

大会議室

会議室
電話交換室

教育長室
EV

商工
労政課

観光
交流課

契約
検査課

女

農
林
水
産
課
を
高
尾
野
支
所
に
移
転
し
、
農
政
課
と
農
林
水
産
整

備
課
に
再
編
す
る
な
ど
、
組
織
の
一
部
を
見
直
し
ま
す
。

４
月
か
ら
市
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

【
政
策
経
営
部
】

○
政
策
調
整
室
を
設
置
し
、
市
の
重
要
事
務

事
業
の
推
進
管
理
を
強
化
し
ま
す
。

○
総
務
課
に
設
置
す
る
行
政
法
務
室
で
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
の
事
務
を
兼
務
し
、

同
事
務
局
の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

○
情
報
発
信
機
能
強
化
の
た
め
、
情
報
政
策

室
を
設
置
し
ま
す
。

【
産
業
振
興
部
】・【
建
設
部
】

○
農
林
水
産
課
と
両
支
所
の
産
業
建
設
課
の

事
務
を
集
約
し
、
担
当
す
る
農
政
課
、
農

林
水
産
整
備
課
お
よ
び
建
設
課
の
３
課
に

再
編
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
本
庁
舎
の
一
部
解
体

工
事
を
控
え
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
の

観
点
か
ら
、
農
政
課
と
農
林
水
産
整
備
課

の
執
務
室
を
高
尾
野
支
所
に
、
建
設
課
の

執
務
室
を
野
田
支
所
に
置
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
課
行
政
改
革
係

（
☎
�
４
０
３
７
）

４月末までに、財政課は２階から３階に、観光交流課は１階から３階に移動します。

広報いずみ 2013（平成 25 年）４月 4



湯沸室

農業委員会

農林水産
整備課

農政課

上る

(旧小会議室）

湯沸場

上る

正面玄関
上る

１階

上る

相談室
上 る
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入
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＜組織の変更＞
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建設課 住宅・公園グループ 産業建設課 産業振興グループ

プールグ設建プールグ川河路道

産
業
振
興
部

高

尾

野

支

所

野
田

支
所

行政法務室
選挙管理委員会事務局

前更変らか月４年５２成平

政
策
経
営
部

市
民

福
祉
部

産
業
振
興
部

高
尾
野
支
所

局務事会員委理管挙選)室務法政行課務総(務兼

野
田

支
所

政
策
経
営
部

市
民

福
祉
部

消防
車庫

小会議室

倉庫

出
入
口

倉
庫

ＷＣ 詰所

下水道課

窓
口
業
務

　
従
来
の
農
林
水
産
課
、
高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課
建
設

グ
ル
ー
プ
お
よ
び
野
田
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振
興
グ

ル
ー
プ
の
執
務
室
は
移
転
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
庁
、

高
尾
野
支
所
お
よ
び
野
田
支
所
に
お
い
て
、
届
け
出
書
類

の
受
け
付
け
等
の
窓
口
を
引
き
続
き
設
置
し
ま
す
。
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2011年度　新地方公会計制度に基づく財務書類４表
　2007 年 10 月に総務省が示した作成基準に基づき、企業会計的な手法を取り入れ、資産・債務の適切な管理運
用を行うことを目的に財務書類４表を作成しましたので、お知らせします。

　「貸借対照表」とは、市民の皆さまが利用する市の施設、市が所
有する現金や債権、資産形成のために投資された資金などがどれ
くらいあるのかを示したもので、資産・負債・純資産の３つの要
素から構成されています。
　左（資産）右（負債と純資産）の合計額が等しいこと（＝バラン
スが取れていること）から、バランスシートとも呼ばれます。
　本市の場合、2011 年度までに 1,055 億円の資産を形成してきて
おり、そのうち、道路、学校などの公共資産が 808 億円となって
います。また、現世代までが負担した純資産は 749 億円であり、資
産全体の約 71 パーセントとなっています。

1,055 億円
　市が所有している財産
の内容と金額です。

【内訳】
公共資産� 808 億円
　道路、橋りょう、公園、
学校庁舎、公営住宅など
投資等� 167 億円
　特定目的基金、出資金
長期延滞債権など
流動資産� 80 億円
　現金・預金、財政調整
基金、減債基金、未収金
など
うち歳計現金� 11 億円

306 億円
　借入金（市債）など、
現世代および将来世代の
負担で返済していく債務
です。

【内訳】
固定負債� 281 億円
　市債、退職手当引当金
など
流動負債� 25 億円
　翌年度償還市債など

749 億円
　現世代までの負担で、
支払いが済んでいる正味
の資産です。

1,055 億円 1,055 億円

　普通会計の資金残高が、2011 年度中にどのように
増減したかを示しています。

期首（2010 年度末）資金残高� ９億円

当期収支� １億円
　【内訳】

経常的収支� 44 億円
公共資産整備収支� △８億円
投資・財務的収支� △ 35 億円

期末（2011 年度末）資金残高� 10 億円

　普通会計の純資産（正味の資産）が、2011 年度中
にどのように増減したかを示しています。

期首（2010 年度末）純資産残高� 733 億円

当期変動高� 16 億円
　【内訳】

純経常行政コスト� △ 196 億円
財源の調達� 212 億円

期末（2011 年度末）純資産残高� 749 億円

　203 億円
【内訳】
人にかかるコスト� 44 億円
　職員の給与・退職手当など
物にかかるコスト� 53 億円
　物品購入、光熱水費、施設の修繕
費、減価償却費など
移転支出的なコスト� 102 億円
　生活保護などの社会保障給付、各
種団体等への補助金、繰出金など
その他のコスト� ４億円
　市債の利息など　

７億円
　行政サービスの利用で市民のみな
さまが直接負担する施設使用料や手
数料などです。

　196 億円

普通会計貸借対照表

普通会計資金収支計算書

　市の行政活動は、福祉や教育などでの人
的サービスや給付サービスの提供など資産
形成につながらない行政サービスが大きな
比重を占めています。そのためのコスト

（原価・費用）がいくら掛かっているかを
整理したものが「行政コスト計算書」です。
　2011 年度の出水市１年間のコスト総額
は 203 億円で、使用料や手数料などの経常
収益を差し引いた純経常行政コストは 196
億円となっています。

普通会計行政コスト計算書

普通会計純資産変動計算書

負債・純資産
合　　計

純経常行政コスト
�（Ａ）−（Ｂ）資産合計

資　産 負　債 経常行政コスト（Ａ）

経常収益（Ｂ）
純資産
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連結財務書類
　市では、普通会計で行っている事業のほかにも、病院事業、水道事業、下水道事業や国民健康保険事業など
の事業を公営事業会計として行っています。また、こうした市が単独で行っている事業のほか、出水地区２市
１町で構成している北薩広域行政事務組合が実施しているごみ処理やし尿処理などの事業があります。
　このように市全体の姿を把握し、分析するためには、普通会計に公営事業会計や一部事務組合などを連結し
た財務書類が必要になります。
　なお、一部事務組合や広域連合を連結する場合は、負担割合や出資割合に応じて連結することになります。
　本市の連結対象範囲と連結財務書類４表については、次のとおりです。

水道事業、病院事業、下水道事業、
特定環境保全公共下水道事業、
農業集落排水事業、地方卸売市場事業、
介護サービス事業、国民健康保険事業、
後期高齢者医療事業、介護保険事業、
交通災害共済事業

北薩広域行政事務組合、県市町村総合事務組合、県後期高齢者広域連合など

※紙面の都合上、要約版として掲載しておりますが、詳細については、市のホームページに掲載しています。
　また、不明な点などがございましたら、本庁財政課財政係（☎６３−４０２５）にお問い合わせください。

本市の連結範囲

普 通 会 計

1,564 億円
【内訳】
公共資産� 1,319 億円
投資等� 115 億円
流動資産� 127 億円
（うち資金　119 億円）
繰延勘定� ３億円

615 億
【内訳】
固定負債� 557 億円
流動負債� 58 億円

949 億億円

1,564 億円 1,564 億円

期首（2010 年度末）資金残高� 101 億円

当期収支� 18 億円
　【内訳】

経常的収支� 71 億円
公共資産整備収支� △ 13 億円
投資・財務的収支� △ 40 億円

期末（2011 年度末）資金残高� 119 億円

459 億円
【内訳】

人にかかるコスト� 85 億円
物にかかるコスト� 96 億円
移転支出的なコスト� 262 億円
その他のコスト� 16 億円

139 億円

320 億円

期首（2010 年度末）純資産残高� 934 億円

当期変動高� 15 億円
　【内訳】

純経常行政コスト� △ 320 億円
財源の調達� 335 億円
　

期末（2011 年度末）純資産残高� 949 億円

連結貸借対照表

連結資金収支計算書

連結行政コスト計算書

連結純資産変動計算書

純資産

負　債 経常行政コスト（Ａ）資　産

資産合計 負債・純資産合計
経常収益（Ｂ）

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ）

連　結

市全体
公営事業会計
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　出水総合医療センター

2013年度の診療体制について
　　　出水総合医療センター院長　瀬戸　弘

　出水総合医療センターにおきましては､ 昨年
度には関係各機関のご尽力により内科医師が６
人増員となり、内科系医師が９人体制となると
ともに､ 消化器疾患センターを立ち上げること
ができました。
　この４月には､ 大学の医局による定期異動に
伴い７人の医師が異動することとなりましたが、
それ以外にも ｢臨床教育研修センター｣ ならび
に人間ドック担当責任者として福岡大学より宗
清正紀先生が赴任されます。
　宗清先生には臨床研修の統括責任者として研
修のシステム等を再構築していただき､ よりよ
い研修をしてもらうような仕組みを作っていき
たいと思います｡ 昨年度は地域医療研修として
福岡 ･ 北九州方面の大学病院や医療機関から初
期臨床研修医師が来られましたが､ 今年度は新
たに鹿児島大学 ･ 熊本大学からも受け入れるこ
とが決定しており、さらに多くの研修医師が、
当地域で地域医療を学ぶ予定となっています。
　また、｢予防医学｣ に根ざした診療を実施す
るという観点から、｢健康管理科｣ を新設する
こととしています。当院では､ これまでも人間
ドックや脳ドックを実施していますが､ 生活習
慣病の予防や３大疾病とされる､ がん､ 心臓病、
脳血管障害などの早期発見､ 早期治療の重要性
はますます高まっており、ドックや健康診断の
充実を図ることにより、市民の皆さまの健康管
理の一助となるよう体制作りを進めていきます。
　昨年度に設置しました消化器疾患センターに
つきましては､ 消化器内科 ･ 外科の連携でより
よい医療提供ができるよう院内のハード面での
再構築も検討していきます。
　また､ 脳卒中に関しては､ 脳卒中センターの

設置も検討しているところですが､ 今回､ 脳外
科部長として経験豊富な部長を迎えることがで
きたことから､ さらに高度な医療が提供できる
ような仕組み作りを進めていきます。
　災害医療については､ 昨年度､ 外科の花田副
院長を中心にＤＭＡＴを１チーム設置すること
ができました｡ 国も各都道府県に対し２次医療
圈での災害医療の地域医療連携体制の整備を指
示しております｡ 一昨年の東日本大地震のよう
な災害はいつまた起きるかわかりません。当院
もＤＭＡＴを中心に､ 災害拠点病院として救急
医療 ･ 災害医療にしっかり対応できるシステム
作りをさらに進めていきたいと考えています。
　最近は医科 ･ 歯科連携の必要性も問われてき
ており、北薩地域でも少しずつ連携体制作りが
始まっています｡ がん患者の治療時における口
腔ケアの必要性 ･ 脳卒中患者の急性期からの口
腔ケアの重要性等が言われています。当院でも
少しずつ取り組みを始めましたがまだまだ不十
分ですので､ 今後歯科医師会 ･ 歯科衛生士会と
も連携をとりながらチーム医療としての確立を
目指していきたいと思っています。
　昨年度から地域の医療機関との連携をさらに
深めるため地域医療連携室の体制を強化してい
ます｡ 今後も地域の医療機関等の協力をいただ
きながら、当地域に必要とされる良質な医療の
提供に努めていきたいと思っております。今年
度も市民の皆さまのご協力をよろしくお願いい
たします。

※具体的な診療体制については､ 来月号に外来
診療表を掲載してお知らせする予定です。
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　2012 年４月より出水総合医療センター循環
器内科に勤務しまして､ 今年３月で福岡大学病
院心臓血管内科に戻ることとなりました。医師
になりまして大学病院以外に出るのは初めてで
あり、ましてや県外の病院ということで､ 大変
緊張して出水に来たのがつい昨日のような気が
します。
　こちらに来まして､ 毎日の外来診療､ 週１～
２回の心臓カテーテル検査､ その他救急外来対
応や病棟業務等と予想以上の忙しさでありまし
た｡ 入院患者さまの受け持ちは 500 人を超え、
大学病院時代には少なかった循環器疾患以外の
病気の方も多く担当させていただきました。
　入院､ 外来診療に関しては､ 福岡大学循環器
内科の先輩でもあります楠元先生のアドバイス
を受け､ コメディカル（医療従事者）の方々に
も支えられて診療を行うことができたと思いま
す｡ 循環器内科の医師が２人しかいないという
状況で､ 楠元先生にはたびたびご迷惑をお掛け
しましたが､ 先生の人柄､ 患者さまへの対応に
関してこれまでの大学時代には学べなかったこ
とを多く学ばせていただきました。
　心臓カテーテル検査に関しては､ 予想以上に
症例が多く､ カテーテル検査を 200 件以上、冠

動脈および下肢動脈の治療を 80 件以上行いま
した｡ これは大学病院時代私が担当した数の６
～７倍になります｡ また、15 件のペースメー
カー植え込み術のほか､ 緊急処置についても､
多くの患者さまの診療に携わる機会がありまし
た。
　貴重な経験を多数行えますので、当初はもう
１年出水に残るよう希望を出したのですが､ 残
念ながら医局の都合で福岡へ戻ることとなりま
した。
　また､ 地域の開業医の先生方にも、大変お世
話になりました｡ 私も後々は父親の後を継ぎ開
業医になることを志しておりますが､ 先生方に
ご協力をいただく中で患者さまへの接し方等多
くのことを勉強させていただきました。
　大学病院に戻った際には、出水での経験をぜ
ひ生かしたいと思います｡ 私の後から来ます後
輩の本里先生にも､『出水は仕事がしやすい環
境だよ｡』と申し送ります｡ 今後も当院循環器
内科､ 本里先生共々よろしくお願いします。
　最後になりましたが、１年間､ 本当にお世話
になりました｡ ありがとうございました。

循環器内科の１年を振り返って

福岡大学病院心臓血管内科　権藤公樹先生
（2013 年３月まで出水総合医療センター循環器内科勤務）

実
施
時
間
等

○
変
更
後

　
平
日　
午
後
５
時
～
翌
日
午
前
８
時
30
分

　
土
・
日
・
祝
祭
日　
終
日

○
変
更
前

　
平
日　
午
後
９
時
～
翌
日
午
前
８
時
30
分

預
か
り
金
額
（
従
来
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
保
検
証
を
持
参
さ
れ
た
方�

５
千
円

○
保
検
証
を
持
参
さ
れ
な
か
っ
た
方�

１
万
円

※
預
か
り
証
を
発
行
し
ま
す
。

※
交
通
事
故
に
よ
る
受
診
、
公
費
負
担
医
療

に
よ
る
受
診
お
よ
び
入
院
さ
れ
る
場
合
等

は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
徴
収
し
た
預
か
り
金
は
、
翌
日
以
降
に
医

療
費
を
精
算
し
て
い
た
だ
く
際
に
、
預
か

り
証
と
引
き
換
え
に
お
返
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
医
事
課

（
☎
�
１
６
１
１
）

　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
時
間
外

に
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、

預
か
り
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１

日
か
ら
実
施
時
間
帯
を
次
の
と
お
り
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
外
預
か
り
金

徴
収
時
間
を
変
更
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ツ
ル
の
里
　
子
宝
お
祝
い
金
を
贈
り
ま
す

出
生
時
・
小
学
校
入
学
時

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
か
つ
、

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
お
祝

い
金
を
贈
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
３
子
以
上
を

養
育
さ
れ
て
い
る
方
で
、
出
生
時

ま
た
は
小
学
校
入
学
の
日
に
お
い

て
出
水
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方
で
す
。
金
額
は
、
３
子
以

上
の
子
を
出
生
の
と
き
に
10
万
円
、

３
子
以
上
の
子
が
小
学
校
入
学
の

と
き
に
10
万
円
で
す
。

　

今
年
４
月
に
小
学
校
入
学
で
該

当
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
者
に
は
入
学
式
以
降
に

ご
案
内
文
書
等
を
郵
送
し
ま
す
。

小
学
校
入
学
対
象
者
申
請
期
間

　
４
月
15
日
（
月
）
～
同
30
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
。

申
請
期
限

　

当
該
入
学
の
年
度
末

必
要
書
類
等

○
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

　

申
請
書

○
本
庁
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
市

　

民
福
祉
課
が
証
明
す
る
納
税
に

　

関
す
る
証
明
書
（
証
明
手
数
料

　

２
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

○
印
鑑

○
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課　

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
等

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、

納
税
通
知
書
を
４
月
中
旬
に
送
付

（
郵
送
）
し
ま
す
の
で
、
４
月
30

日
（
火
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

は
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
一
度
申

請
を
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
は
申

請
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
０
１
１
年
度
の
軽
自

動
車
税
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方

に
対
し
て
は
、
２
０
１
３
年
度
の

納
税
通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

免
除
申
請
は
、
本
庁
お
よ
び
各
支

所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
３
年
度
の
免
除
申
請
受
付

期
限
は
、
４
月
23
日
（
火
）
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
免
除
申
請
に
は
障
害
者
手

帳
等
、
車
検
証
、
運
転
免
許
証
、

納
税
通
知
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

４
月
は

軽
自
動
車
税
納
付
月

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

※４～５月中に車検を受ける予定の方については、次のとおりとなります。
車検を受ける月 納税証明書 注意

４月
2012 年度の納税証明書
で車検を受けることが
できます。

（４月 30 日有効期限）

2013 年度の納税証明書でも車検を受け
ることができます。

（現金で納付された場合のみで、口座引
き落しの方は除く。）

５月 2013 年度の納税証明書
が必要です。

口座引き落としの方の納税証明書の発送
は、５月中旬以降の予定です。
５月上旬に車検を受ける方で、納税証明書
が必要な方は、引き落とされた通帳を税務
課および市民福祉課にお持ちください。

木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
に
助
成
金

　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
市
内

建
築
業
者
を
利
用
し
て
木
造
住
宅

の
新
築
ま
た
は
増
改
築
の
工
事
を

行
っ
た
方
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
築
や
増
改
築
を
検

討
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
の
要
件

○
過
去
に
本
事
業
に
よ
る
補
助
金

　

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
登
記

　

簿
等
に
よ
り
確
認
）

○
２
０
１
１
年
４
月
１
日
現
在
本

　

市
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
が
所

　

有
し
か
つ
居
住
す
る
住
宅
で
あ

　

る
こ
と
（
賃
貸
を
目
的
と
し
た

　

住
宅
は
対
象
外
）

○
施
工
業
者
は
市
内
の
建
築
業
者

　

等
で
あ
る
こ
と

○
施
主
、
施
工
業
者
と
も
に
市
税

　

等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し
、

　

承
認
を
受
け
る
こ
と
（
工
事
着

　

工
後
の
申
請
は
対
象
外
）

※
市
の
他
の
助
成
が
あ
る
場
合
は
、

　

そ
ち
ら
を
優
先
し
ま
す
。

助
成
額

○
新
築　

30
万
円

　
（
対
象
工
事
費
が
３
０
０
万
円

　

を
超
え
る
も
の
）

○
増
改
築　

最
大
15
万
円

　
（
対
象
工
事
費
×
15
㌫
と
し
、　

　

対
象
工
事
費
が
20
万
円
を
超
え

　

る
も
の
）

※
補
助
金
交
付
は
、
１
回
限
り

事
業
実
施
期
限
日

　

２
０
１
４
年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
商
工
労
政
課
商
工
労
政
係

　
（
☎
�
４
８
０
０
）

　
　　

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
早
掘

り
た
け
の
こ
の
生
産
振
興
の
た
め
、

竹
林
改
良
・
管
理
路
の
整
備
を
さ

れ
る
方
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
、
高
尾
野
支
所
農
林

水
産
整
備
課
に
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
竹
林
改
良
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
日　
５
月
２
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

竹
林
改
良
経
費
を
助
成
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

救
済
推
進
協
会
で
は
交
通
事
故
に

遭
わ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
交
通

事
故
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

損
害
賠
償
交
渉
の
進
め
方
や
、

保
険
金
額
、
後
遺
症
の
不
安
な
ど

に
つ
い
て
、
交
通
事
故
全
般
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
電
話
で

の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
４
月
21
日
（
日
）

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

電
話
相
談
窓
口

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

　

救
済
推
進
協
会

　
（
☎
�
２
０
２
９
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
話
し
て
く
だ
さ
い

交通事故に遭われた方を

対象とした交通事故無料

相談会を毎月第３日曜日

に開催しています

市内では今年に入り３件の交通死亡事故が発生しています。（２月２８日現在）

昨年市内で発生した交通死亡事故は２件となっており、２カ月間で既に昨年を１件上回っています。

交通事故の原因はさまざまですが、事故の大半が緊張感の欠如による漫然運転により発生しています

　○夜間は早めのヘッドライト点灯

　○飲酒運転は絶対にしない

　○全席シートベルト着用

　○運転中の携帯電話は禁止

　○自転車も車両

　○正しい場所の横断

　○道路は右側通行

　○道路横断中も左右確認

　○通り慣れた道にこそ危険が潜む

　○夜光反射材の着用

交通事故に遭わない・起こさないために次のことに気を付けましょう。

交通事故は幸せな毎日を一瞬で奪い去ります。

歩行者のみなさん運転手のみなさん

○夜間の上向きライト点灯、早めのライト点灯 

○飲酒運転は絶対にしない 

○全席シートベルト着用の徹底 

○運転中の携帯電話は禁止 

○交差点での徐行・安全確認の徹底 

○正しい場所での横断

○道路は右側通行 

○道路横断中も左右確認 

○通り慣れた道にこそ危険が潜む 

○夜光反射材の着用

市内では今年に入り３件の交通死亡事故が発生しています。（２月２８日現在）
昨年、市内で発生した交通死亡事故は２件となっており、２カ月間で既に昨年を１件上回っています。
交通事故の原因の大半が前方不注視や安全不確認など緊張感の欠如による漫然運転により発生してい
ます。また、歩行者の信号無視や幹線道路での無理な横断など交通ルール無視による事故も発生して
います。

市内では今年に入り３件の交通死亡事故が発生しています。（２月２８日現在）

昨年市内で発生した交通死亡事故は２件となっており、２カ月間で既に昨年を１件上回っています。

交通事故の原因はさまざまですが、事故の大半が緊張感の欠如による漫然運転により発生しています

　○夜間は早めのヘッドライト点灯

　○飲酒運転は絶対にしない

　○全席シートベルト着用

　○運転中の携帯電話は禁止

　○自転車も車両

　○正しい場所の横断

　○道路は右側通行

　○道路横断中も左右確認

　○通り慣れた道にこそ危険が潜む

　○夜光反射材の着用

交通事故に遭わない・起こさないために次のことに気を付けましょう。

交通事故は幸せな毎日を一瞬で奪い去ります。

歩行者のみなさん運転手のみなさん

市内では今年に入り３件の交通死亡事故が発生しています。（２月２８日現在）

昨年市内で発生した交通死亡事故は２件となっており、２カ月間で既に昨年を１件上回っています。

交通事故の原因はさまざまですが、事故の大半が緊張感の欠如による漫然運転により発生しています

　○夜間は早めのヘッドライト点灯

　○飲酒運転は絶対にしない

　○全席シートベルト着用

　○運転中の携帯電話は禁止

　○自転車も車両

　○正しい場所の横断

　○道路は右側通行

　○道路横断中も左右確認

　○通り慣れた道にこそ危険が潜む

　○夜光反射材の着用

交通事故に遭わない・起こさないために次のことに気を付けましょう。

交通事故は幸せな毎日を一瞬で奪い去ります。

歩行者のみなさん運転手のみなさん

広報いずみ 2013（平成 25 年）４月11



　
　
　

第
17
回
虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

花
・
野
菜
の
苗
、
木
工
関
連
商

品
、
木
炭
関
連
商
品
、
そ
の
ほ
か

多
数
の
商
品
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

日　
時　
４
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
所　
い
ず
み
園

問
い
合
わ
せ
先

　

い
ず
み
園
（
☎
�
０
１
２
０
）

　　

小
原
地
区
味
噌
な
め
て
ま
つ
り

　

人
力
で
農
地
を
開
い
た
先
人
の

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

す
て
き
な
商
品
が
い
っ
ぱ
い

必
見
！

伝
統
芸
能
「
小
原
新
地
節
」

苦
難
を
し
の
ん
だ
伝
統
芸
能
「
小

原
新
地
節
」
の
披
露
の
ほ
か
、
餅

投
げ
、
お
に
ぎ
り
と
手
作
り
味
噌

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

日　
時　
４
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
所　
小
原
地
区
み
そ
な
め
て

　

の
碑
公
園

※
雨
天
決
行

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振
興

　

係
（
☎
�
２
１
１
１
）

　

第
11
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ラ
リ
ー

　
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ラ
リ
ー
』
は
、

市
民
の
森
で
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を

頼
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
を

探
し
出
し
、
素
朴
な
遊
び
や
楽
し

い
ゲ
ー
ム
で
得
点
を
競
う
野
外
活

動
で
す
。

　

緑
豊
か
な
市
民
の
森
で
家
族
や

友
達
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。

日　
時　
４
月
29
日
（
月
・
祝
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
午
前
８
時
30
分
受
け
付
け
開
始

場　
所　
青
年
の
家
お
よ
び
市
民

　

の
森

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
、

　

青
年
の
家
本
館
、
小
原
山
体
育

　

館
内
で
実
施
し
ま
す
。

内　
容

　
「
的
入
れ
カ
ー
リ
ン
グ
」
や
「
サ

　

イ
コ
ロ
投
げ
」
な
ど
楽
し
い
ゲ

　

ー
ム
が
い
っ
ぱ
い
。
全
10
カ
所

　

を
回
る
『
ど
き
ど
き
コ
ー
ス
』

　

と
幼
児
も
一
緒
に
楽
し
め
る
少

家
族
や
お
友
達
と
い
っ
し
ょ

に
冒
険
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー

　

し
短
い
全
７
カ
所
を
回
る
『
わ

　

く
わ
く
コ
ー
ス
』が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
３
～
５
人
で
チ
ー
ム
を

　

作
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
３
年
生

　

以
下
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

定　
員　
先
着
70
チ
ー
ム　
　
　

　
（
３
０
０
人
程
度
）

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

持
っ
て
く
る
物

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
、
タ

　

オ
ル
、
弁
当
、
飲
み
物

申
込
方
法

　

４
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
青
年

　

の
家
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
は
、

　

①
希
望
の
コ
ー
ス
②
代
表
者
の

　

電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の
③

　

氏
名
④
性
別
⑤
学
校
・
学
年（
大

　

人
と
幼
児
は
年
齢
）
⑥
居
住
地

　
（
市
町
村
名
）
を
お
知
ら
せ
く

　

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

　

青
年
の
家
（
☎
�
２
１
３
５
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
１
７
）

　

電
子
メ
ー
ル

　

seinen_c@city.izumi.kagoshima.jp

　
　

第
５
回
野
間
之
関
所
ま
つ
り

　
　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

薩
摩
の
３
大
関
所
の
中
で
、
最

も
監
視
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い

た
野
間
之
関
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、

み
か
ん
の
花
の
香
り
の
中
、
薩
摩

街
道
、
み
か
ん
畑
を
散
策
し
ま
せ

ん
か
！

　

会
場
で
は
「
わ
た
あ
め
」「
ポ

ン
菓
子
」「
金
魚
す
く
い
」「
ボ
ン

ボ
ン
釣
り
」
な
ど
楽
し
い
催
し
も

あ
り
ま
す
。

日　
時　
４
月
29
日
（
月
・
祝
日
）

※
雨
天
決
行

　

午
前
９
時
受
け
付
け
開
始

　

同
10
時
出
発

場　
所　
野
間
之
関
跡

※
車
で
来
ら
れ
る
方
は
、
加
紫
久

　

利
公
園
の
駐
車
場
（
徒
歩
約
８

　

分
）、
米
ノ
津
運
動
公
園
の
駐

　

車
場
（
徒
歩
約
10
分
）
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。
お
れ
ん
じ
鉄
道

　

を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
米
ノ
津

　

駅
下
車
徒
歩
約
10
分

コ�

ー�

ス

　

野
間
之
関
所
→
孫
山
農
園
→
野

　

間
之
関
所
（
約
６
㌔
）

※
コ
ー
ス
途
中
に
飲
み
物
等
を
準

　

備
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
に
は
、
う

　

ど
ん
、
み
か
ん
等
を
準
備
し
ま

　

す
。

定　
員　
先
着
５
０
０
人

参
加
費

○
一
般　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

５
０
０
円

※
保
険
料
、
手
土
産
・
軽
食
代
を

　

含
む
。

申
込
締
切
日　
４
月
25
日
（
木
）

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

参
加
費
は
、
当
日
受
け
付
け
時

　

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課
（
☎
�
４
０

　

６
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
7.ocn.ne.jp/

～

　

sekisyo1

歴
史
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
歩

き
ま
せ
ん
か

   切り取り線 

野間之関所まつりウォーキング大会 参加申込書 

ふりがな 

氏名 

中学生以下 

は↓に○を 
郵便番号 住所 ＴＥＬ 
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森
田
良
平
リ
サ
イ
タ
ル
２
０
１
３

in
出
水
～
歌
う
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
～

　

県
内
出
身
で
プ
ロ
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
奏
者
と
し
て
日
本
全
国
で
活
躍

す
る
森
田
良
平
の
リ
サ
イ
タ
ル
。

　

本
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
迎

え
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
ソ
ロ
演
奏

を
耳
馴
染
み
の
あ
る
曲
目
で
お
届

け
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日　
時　
４
月
29
日
（
月
・
祝
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
場　

　

同
２
時
開
演

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

入�

場�

料

○
一
般　

１
５
０
０
円　
　

○
学
生　

８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

金
海
堂
出
水
店
、
亜
土
利
絵

問
い
合
わ
せ
先　
　

　

森
田
良
平
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
委

　

員
会
（
☎
０
９
０

−

９
４
７
３

　

−

６
７
９
２
）

劇
団
ど
く
ん
ご
２
０
１
３
年
公
演

　
　
　
　
　
　
　
　
「
君
の
名
は
」

　

劇
団
ど
く
ん
ご
は
、
出
水
市
上

場
を
拠
点
に
置
き
、
全
国
を
回
っ

て
い
る
劇
団
で
す
。
野
外
テ
ン
ト

劇
場
を
公
園
・
駐
車
場
等
に
設
営

し
、
通
常
の
演
劇
と
違
っ
た
雰
囲

珍
し
い

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
ソ
ロ
演
奏

日日時時

会会場場

入入場場料料

問い合わせ先

文文化化会会館館自自主主文文化化事事業業
大大茂茂　　絵絵里里子子　　青青少少年年育育成成ママリリンンババソソロロココンンササーートト

　　５月１８日(土）
午後１時30分開場　同２時開演

　　市音楽ホール

　　★全席自由席★

　　大校人　　　　　１，０００円
　　高校生以下　　　　５００円

　※未就学児の入場・同伴はお断りします。

　市中央公民館（☎63-2106）

　★前売券は市中央公民館および

　★各販売所で販売しています。

海外で活躍する鹿児島県出身マリンバマスター。
 色彩感溢れるマリンバの演奏、出水市初公演 ！

販売所

　　市中央公民館

　　諏訪書店

　　金海堂

　　リリーズ

　　安易屋衣料品店

　　出水市老人クラブ連合会

　　　出水総支部

　　　高尾野総支部
　　　野田総支部

市
内
劇
団
の
演
劇
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い

気
と
野
外
演
劇
の
魅
力
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日　
時　
４
月
28
日
（
日
）

　

午
後
６
時
30
分
開
場　

　

同
７
時
開
演

場　
所　

　

市
陸
上
競
技
場
芝
生
広
場

入
場
料

○
一
般　
　
　
　

２
５
０
０
円

○
中
高
生　
　
　

１
３
０
０
円

○
小
学
生
以
下　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
　

　
劇
団
ど
く
ん
ご
（
☎
�
２
５
８
８
）

　

劇
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.dokungo.com

/

今
月
の
環
境
標
語　
～
平
成
24
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

「
リ
サ
イ
ク
ル
　
い
ず
み
の
ご
み
を
　
げ
ん
り
ょ
う
か
」

西
出
水
小
学
校
３
年　

大
内
山　

あ
か
り　

さ
ん

「
人
々
の
　
命
を
す
く
う
　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」

西
出
水
小
学
校
４
年　

江
川
野　

あ
り
さ　

さ
ん

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

　
　
　
　
　
　
　

市
民
公
開
講
座

　

県
の
「
脳
卒
中
」
に
よ
る
死

亡
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位

（
２
０
１
１
年
）
で
、
高
齢
者
が

介
護
の
必
要
な
状
態
に
な
る
最
大

の
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
正
し
い
知
識
と
予
防

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
４
月
20
日
（
土
）

　

午
後
３
時
～
同
４
時
30
分

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

講　
師　
阿
久
根
市
民
病
院
脳
神

　

経
外
科　

科
長

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

脳
卒
中
の
予
防
か
ら
最
新
の

治
療
ま
で
解
説

　

平
原　

正
志　

先
生

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人　

出
水
郡
医
師

　

会
（
☎
�
０
６
４
６
）

　

県
中
央
児
童
相
談
所
お
よ
び
知

的
障
害
者
更
生
相
談
所
に
よ
る

２
０
１
３
年
度
療
育
手
帳
の
取

得
、
再
判
定
等
の
巡
回
相
談
が
出

水
市
社
会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

対
象
者
は
、
療
育
手
帳
の
取

得
・
再
判
定
等
の
相
談
が
あ
る
方

で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
�

４
０
４
５
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

療
育
手
帳
の
取
得
な
ど
の
相

談
を
受
け
ま
す

○ 18 歳未満の方
開催日時 申込締切日

６月 5日（水） 午前９時～午後３時 ５月８日（水）

10月16日（水） 午前９時～午後３時 ９月６日（金）

2月26日（水） 午前９時～午後３時 １月９日（木）

○ 18 歳以上の方
開催日時 申込締切日

８月 ７日（水） 午前９時～午後３時 ７月８日（月）
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市は保護者の子育てを応援しています！
年齢に応じた子育て支援一覧表

出生 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳 17 歳 18 歳

小学生 中学生 高校生
児童手当
 2 歳まで月額 15,000 円、3 歳から小学校修了まで 10,000 円（3 人目は 15,000 円）、中学生は 10,000 円

子ども医療費助成
 中学 3 年生まで、医療機関で支払った一部負担金を全額助成します。

　

保育所
 0 歳児から預かります。

子育て支援センター
 一緒に遊んだり、子育て相談に応じたりします。

ファミリーサポートセンター
 子どもを短時間預かったり、保育園の送り迎えをしてもらえます。

児童クラブ
 放課後等に預かります。

チャイルドシート貸し出し
 最長 3 カ月間借りられます。

かごしま子育て支援パスポート
 妊娠中から子どもが 18 歳になるまで、協賛店でサービスを受けられます。

家庭児童相談
 子どもの成長で気になること、学校での問題、虐待など子育て家庭に関するさまざまな相談を受け付けています。

●●●

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係
　（☎63-4047）

　

２
０
１
３
年
４
月
に
施
行
さ
れ

る
障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
障

害
者
の
範
囲
に
難
病
等
の
方
々
が

加
わ
り
ま
す
。

　

新
た
に
対
象
と
な
る
の
は
、
難

治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
（
臨
床

調
査
研
究
分
野
）
の
対
象
疾
患

（
１
３
０
疾
患
）
お
よ
び
関
節
リ

ウ
マ
チ
に
か
か
っ
て
い
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ

た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
疾
患
名
、
利
用
可
能
な

制
度
の
内
容
お
よ
び
手
続
方
法
に

つ
い
て
は
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
�
４
０
４
５
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
対
象
疾
患
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

難
病
等
の
方
々
が

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
対
象
に

認知症は他人ごとではありません！
　認知症は、脳の障害によるもので、さまざまな病気が原因で起こります。
　誰もがかかる可能性があり、原因によっては生活習慣を変えることでその発症を
遅らせたり、症状を軽く抑えたりすることのできる場合もあります。自分には関係
ない、もし認知症になればあきらめるしかないなどと思わず、予防に努めていつま
でも健康な生活を送りましょう。

地域包括支援センターでは、認知症を正しく理解し地域で支えていけるように
という思いで、介護保険施設はもとより自治会、老人クラブおよび子供会など地域
の中に出かけていき認知症サポーター養成講座を開催しています。

2013 年３月１日時点での認知症サポーター数は 1,255 人です。

認知症サポーター養成講座についてのお問い合わせは、い
きいき長寿課内出水市地域包括支援センター（☎６３−
２４７７・☎６３−４０５３）にお気軽にお電話ください。

地域包括支援センター便り　第１回

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2012年度2011年度2010年度2009年度

年度別認知症サポーター数

特別保育も実施しています。
・延長保育
・休日保育
・一時預かり

286 人 212 人

362 人

395 人

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係　 
　（☎ 63-4047）　
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樋
ひわたし
渡　清

きよのり
則　さん（65）

出水市の好きなところは？
　自然豊かで、風光明美
出水市に望むことは？
　一次産業から六次産業ま
での活性化を図り、若者の定
着と人口増を望み、子育ての
しやすい環境を
ひと言
　西回り自動車道の早期完
成で、物と人の流れを早くよ
び込みたい

﨑
さきもと
元　由

ゆ き
紀　さん（72）

出水市の好きなところは？
　ツル展望台から見る荒崎
方面の景色
出水市に望むことは？
　周辺の市町村と連携した
市の活性化
ひと言
　つるのしん頑張って！観
光に一役買ってください。応
援してます！

元気ですね先輩！

　

福
ノ
江
町
に
あ
る
中
尾
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

作
業
員
の
募
集
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

日　
時　
４
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
同
３
時

場　
所　

　

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９
５

−

４
８

−

５
８

　

１
１
）

　　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
５
月
13

日
（
月
）
ま
で
、
青
年
海
外
協
力

隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　
（
☎
０
９
９

−
２
２
１

−

６
６

　

２
４
）

遺
跡
発
掘
作
業
員
を
募
集

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

海
外
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
よ
う

　

野
田
町
下
名
岩
元
地
区
の
市
有
地
で
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
・
運
営

を
行
っ
て
い
た
だ
く
市
内
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
場
所
概
要

　
設
置
場
所
　
野
田
町
下
名
４
５
６
１
番
地
ほ
か
10
筆
　

　
敷
地
面
積
　
１
９
９
１
４
㎡

契
約
の
方
法

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
場
所
は
有
償
で
の
貸
し
付
け
を
予
定
し
て
お
り
、

　

市
と
市
内
事
業
者
と
の
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
業
者
選
定
方
法

　

応
募
者
（
市
内
事
業
者
に
限
る
）
の
中
か
ら
、
一
定
の
要
件
に
適
合
す

　

る
事
業
者
を
選
定
登
録
し
（
事
前
登
録
）、
登
録
者
の
中
か
ら
年
間
賃

　

貸
料
に
よ
る
競
争
入
札
に
よ
り
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

事
前
登
録

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
登
録
が

　

必
要
で
す
。

　

応
募
受
付
期
間　

４
月
９
日
（
火
）
～
同
30
日
（
火
）

　

提
出
先　

本
庁
商
工
労
政
課
企
業
誘
致
対
策
室

※
応
募
資
格
・
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
開
始
お
よ
び
事
業
用
地
の
貸
付
期
間

　

２
０
１
３
年
度
に
事
業
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
２
０
１
３
年
度
中
の
発

　

電
開
始
を
目
標
と
し
ま
す
。
事
業
用
地
の
賃
貸
借
契
約
期
間
は
、
電
力

　

会
社
と
の
工
事
内
容
決
定
契
約
日
か
ら
工
事
準
備
期
間
、
設
備
撤
去
期

　

間
を
含
め
20
年
以
内
（
更
新
可
）
と
し
ま
す
。

現
地
説
明
会

　

土
地
の
境
界
や
連
系
電
柱
等
に
つ
い
て
の
現
地
説
明
会
を
４
月
９
日 

　
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
商
工
労
政
課
企
業
誘
致
対
策
室

　
（
☎
�
４
０
４
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
２
５
）

    

電
子
メ
ー
ルshoko_c@

city.izum
i.kagoshim

a.jp

検
索

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

メガソーラー設置予定地

メガソーラーの設置・運営事業者を募集
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応
募
資
格

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
ま

　

た
は
大
学
、
短
期
大
学
、　

大

　

学
院
、
修
業
年
限
２
年
以
上
の

　

教
育
施
設
お
よ
び
専
門
学
校
な

　

ど
の
養
成
所
等
に
在
学
す
る
者

○
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

　

健
康
で
あ
る
者

○
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
在

　

住
し
、
学
費
の
支
払
い
が
困
難

　

と
認
め
ら
れ
る
者

奨
学
生
の
種
類
と
月
額　

○
一
般
貸
与
奨
学
生

　
（
本
市
の
奨
学
金
の
み
を
受
け

　

る
者
）　

　

高
等
学
校
生
は
１
万
円
以
内
、 

　

高
等
専
門
学
校
生
は
２
万
円
以

　

内
、
大
学
生
な
ど
は
４
万
円
以

　

内
○
特
別
貸
与
奨
学
生

　
（
本
市
以
外
の
奨
学
金
な
ど
を

　

受
け
て
い
る
者
）

　

高
等
専
門
学
校
生
は
１
万
円
以

　

内
、
大
学
生
な
ど
は
１
万
８
千

　

円
以
内

申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

申
込
方
法

　

本
庁
教
育
総
務
課
お
よ
び
市
民

　

相
談
室
、
高
尾
野
教
育
支
所
生

　

涯
学
習
室
、
野
田
教
育
支
所
生

　

涯
学
習
室
で
配
付
す
る
所
定
の

　

願
書
に
推
薦
調
書
な
ど
を
添
え

奨
学
生
を
募
集

　

て
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

奨
学
生
の
決
定

　

選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決

　

定
し
、
６
月
下
旬
ご
ろ
保
護
者

　

に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）　　
　
　
　

　
　
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係 　

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

手
話
と
点
字
を
習
得
し
よ
う

手話奉仕員養成講座�
（入門・基礎課程） 点訳奉仕員養成講座

開講日 毎週木曜日
（年間３０回）

毎月第２・４土曜日
　　　（年間２１回）　　　

時　間 午後７時～同９時 午前９時～正午
場　所 市社会福祉会館
申込期限日 5月 8日（水） 5月 24日（金）

開講式 5月 9日（木）
午後7時

5月 25日（土）
午前9時

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
高
齢
者
大
学
に
も
お
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
の
関
係
で
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

高
齢
者
大
学

　
学
生
募
集

対象 原則として市内に居住する 65 歳以上の方
名称 出水人生大学 高尾野鶴亀大学 野田高齢者大学

開講日 原則として毎月 20 日 原則として毎月第３木曜日
原則として毎月 20 日前後の金曜日

ただし趣味コースは別日程。
コースにより月１～２回開講。

開講期間 ４月～３月 ４月～３月 ５月～２月
開講場所 出水市老人福祉センターほか 高尾野農村環境改善センターほか 野田農村環境改善センターほか
開講式 ４月 19 日（金） ４月 18 日（木） ５月 24 日（金）

開講時間

内容予定

①午前 9 時 30 分～正午
･･･ 全体学習

（歌、映画鑑賞、講話等）

①午前 9 時～同 10 時 20 分
･･･ 全体学習

（歌、映画鑑賞、講話等）

①午前 9 時～同 11 時 30 分
･･･ 全体会

（歌、映画鑑賞、講話等）
②午後 1 時～同３時 ･･･ 趣味学習 ②午前 10 時 30 分～同 11 時 50 分

･･･ クラブ活動
②午前 9 時～正午

･･･ 趣味コース

園芸、舞踊、陶芸、三味線、書道、
短歌、詩吟、大正琴、手芸、
水墨、カラオケ

書道、レクダンス、グラウンド・
ゴルフ、生活クラブ、舞踊
※江内学級は生花クラブ活動
のみ、江内カントリーコアで
毎月第３金曜日午前 10 時～同
11 時 30 分に開催します。

園芸、民踊、書道、短歌、大正琴、
料理、カラオケ、手芸
※趣味コースに申し込みをさ
れる方は、野田高齢者大学全体
会にも必ず加入してください。
全体会では話や、体を動かし
た体操など、介護予防教室も
あります。

募集期限 ４月 12 日（金） ４月 12 日（金） ４月 23 日（月）
申込先 市中央公民館内生涯学習課 高尾野教育支所生涯学習室 野田教育支所生涯学習室
申込

電話番号
６３−２２００ ８２−５４６３ ８４−２０２６

　
　
　
　
　

働
く
婦
人
の
家
講
座

　

布
や
レ
ー
ス
を
使
っ
た
、
普
段

使
い
の
お
し
ゃ
れ
な
コ
サ
ー
ジ
ュ

（
造
花
の
ブ
ロ
ー
チ
）
を
心
を
込

め
て
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

開
講
日
時　
５
月
９
日
（
木
）　 

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

開
講
場
所　
働
く
婦
人
の
家

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）  

講　
師　
市
来　

昌
子　

氏　

 

対
象
者�

市
内
居
住
ま
た
は
市
内

　

勤
務
の
女
性 

 
 

定　
員　
16
人 

 

材
料
代　
１
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
15
日
（
月
）

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。 

 
 

申
込
先　
働
く
婦
人
の
家

　
（
☎
�
２
１
８
５
）

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作

ろ
う

新鮮！安い！おいしい！

４月 13 日（第２土曜日）午

前 11 時から名護漁港で、名

護新鮮おさかな市を開催！
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講
座
開
始
月　
全
講
座
５
月 

※
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
夏
コ
ー
ス

　

は
８
月
か
ら
開
講
し
ま
す
。 

開
講
場
所　
働
く
婦
人
の
家

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）  

対
象
者　
市
内
居
住
ま
た
は
市
内

　

勤
務
の
女
性

定　
員　
各
20
人

※
簡
単
料
理
と
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー

　

ジ
は
16
人
で
す
。 

 
※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
締
切

　

日
の
翌
日
、
公
開
抽
選
を
行
い

　

ま
す
。 

 
 

受
講
料　
材
料
代

※
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

申
込
締
切
日　
４
月
24
日
（
水
） 

※
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
夏
コ
ー
ス

　

は
７
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
、

　

申
込
締
切
日
は
８
月
７
日（
水
）

　

で
す
。 

 
 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
働
く
婦
人
の
家
（
☎
�
２
１
８
５
）

働
く
婦
人
の
家
で
学
ぶ

講座名 曜日 開催時間 開講
回数 講師 内容 定員

（人）

リラックス
フラダンス 火 午前 10 時

～正午 10 内門 瑞穂氏
ハワイアンの音楽
とともにフラの動
きでリラックスし
たひとときを。

20

リフレッシュ
ヨガ 金 午後８時

～同 10 時 10 花田 美代子氏

ゆっくりとした動
作で心と体をリフ
レッシュ！初心者
向 け の コ ー ス で
す。

20

季節を楽しむ
簡単料理

第 1・
3 水
※ 1

午前 10 時
～午後１時 10 山下 ひとみ氏

季節の野菜を取り
入れて簡単で健康
的なメニューを作
ります。

16

リンパマッ
サージ 木 午前 10 時

～正午

5
松本 順子氏

リンパ液の流れを
ス ム ー ズ に す る
マッサージ法を学
んでみませんか。

春コース
16

5 夏コース
16

ビーズアク
セサリー

第 1・
3 金
※ 2

午後 1 時 30 分
～同 3 時 30 分 10 牧山 美紀氏

ビーズなどのパー
ツを使って自分だ
けのすてきな作品
を作りましょう。

20

※ 1 ・・・ 5 月は第 3・5 水曜日。※ 2 ・・・ 5 月は第 3・5 金曜日、8 月は第 1・
４金曜日。

　
　
　

出
水
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
員
募
集

　

歌
や
音
楽
が
大
好
き
な
あ
な

た
、
合
唱
団
で
思
い
っ
き
り
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
歌

声
で
、
み
な
さ
ん
に
幸
せ
を
届
け

ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
小
学
３

　

年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

練
習
日

　

原
則
と
し
て
第
３
土
曜
日
を
除

　

く
土
曜
日
の
午
前
中

練
習
場

　

市
中
央
公
民
館
ま
た
は
市
音
楽

　

ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　
　
　
　
　

Ａ
Ｍ
Ｆ
出
演
者
募
集

日　
時　
８
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

参
加
資
格

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市

　

内
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
に
通

　

学
す
る
方
が
参
加
す
る
グ
ル
ー

　

プ
ま
た
は
個
人
と
し
ま
す
。
た

　

だ
し
、
高
校
生
以
上
の
方
と
し

一
緒
に
歌
お
う
よ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
集
ま
れ

　

ま
す
。

※
高
校
生
は
、
学
校
長
の
許
可
が

　

必
要
で
す
。

○
１
人
か
ら
10
人
程
度
の
ロ
ッ
ク
・

　

フ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
弾

　

き
語
り
や
バ
ン
ド
演
奏
（
カ
ラ

　

オ
ケ
は
除
く
）
と
し
ま
す
。

参
加
要
領

○
出
演
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は

　

入
場
料
な
ど
を
充
て
ま
す
が
、

　

不
足
す
る
場
合
は
出
演
者
の
方

　

に
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
。

○
参
加
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

　

は
、
実
行
委
員
会
が
選
考
し
ま

　

す
。

○
楽
器
・
ア
ン
プ
類
等
の
必
要
な

　

も
の
は
、
す
べ
て
出
演
者
で
準

　

備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
実
行
委
員
会
を
５
月
に

　

市
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

４
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
市
中

　

央
公
民
館
内
（
株
）
ト
シ
ヒ
ロ

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

　

込
書
は
市
中
央
公
民
館
内（
株
）

　

ト
シ
ヒ
ロ
に
準
備
し
て
あ
り
ま

　

す
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
受

　

け
付
け
ま
す
）。

※
Ａ
Ｍ
Ｆ
（
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ

　

ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

in
い
ず
み
）
の
お
手
伝
い
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し

　

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館
内
（
株
）
ト
シ

　

ヒ
ロ
（
☎
�
２
１
０
６
）

　

Ａ
Ｍ
Ｆ
実
行
委
員
会　
　
　
　

　
（
☎
０
９
０

−

６
６
３
９

−

６

　

１
０
０
）

　

高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に

関
す
る
法
律
（
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
）
が
改
正
さ
れ
、
労
使
協
定

に
よ
り
継
続
雇
用
す
る
対
象
者
を

限
定
す
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
か
ら
、

国
内
の
す
べ
て
の
企
業
は
次
の
い

ず
れ
か
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

○
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
き
上

　

げ
○
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
継
続

　

し
て
雇
用
す
る
制
度
の
導
入

○
定
年
の
定
め
の
廃
止

※
２
０
２
５
年
度
ま
で
は
経
過
措

　

置
と
し
て
、
厚
生
年
金
（
報
酬

　

比
例
部
分
）
の
支
給
開
始
年
齢

　

以
降
の
人
に
、
対
象
者
を
限
定

　

す
る
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
が

　

可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
公
共
職
業
安
定
所

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
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ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
「
重
症
熱
性

血
小
板
減
少
症
候
群
」
が
国
内
で

５
例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
を
持
つ
マ
ダ
ニ
に
か

ま
れ
る
と
感
染
し
、
原
因
不
明
の

発
熱
や
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の
消
化

器
の
症
状
が
出
て
、
重
症
化
し
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

森
林
や
草
地
等
の
野
外
に
生
息

す
る
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

よ
う
な
場
所
に
入
る
場
合
は
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆

う
靴
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
場

合
は
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず

で
き
る
だ
け
病
院
で
処
置
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
り
、
か
ま
れ
た

後
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

死
亡
例
も
発
生

　
　
マ
ダ
ニ
に
注
意
！

病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
重
症
熱
性
血
小
板
減

少
症
候
群
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
を

中
なかむら
村　咲

さきか
花　さん（21）

出水市の好きなところは？
　自然がきれいなところ

出水市に望むことは？
　外灯を増やしてほしい

上
うえだ
田　壮

そういちろう
一郎　さん（29）

出水市の好きなところは？
　年間を通して住みやすい
環境

出水市に望むことは？
　若者が夢を持てる街づく
りを

　

集まれ応援団！

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

子育て広場⑦

家族一緒の食事を大切にしよう
　子どもにとって、食事は身体の健康

だけでなく、心の成長にも深くかかわ

っています。家族一緒に食事をするこ

とによって、家族のふれあい、食事の

マナーなど社会性を深めることにもつ

ながります。できるだけ家族そろって

の食事を習慣にしましょう。　

　また、食事を一緒に「つくる」こと

も大切です。自分の手で食事をつくる

ことを通じて、食材や調理方法につい

て学ぶことができます。また、家族の

ために食事をつくる喜びや達成感を実

感することができます。

　一緒に食事をつくって一緒に食べる

ことを通じ、食に関する知識や豊かな

心をはぐくんでいきましょう。

文部科学省発行：家庭教育手帳より

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

６月からリサイクル品目が一部変更
市では現在「ごみ減量大作戦」で、ごみ排出量の削減に取り組んでいます。
この取り組みの一環として、６月からリサイクル品目が次のとおり一部変更になります

ので、さらなる資源ごみリサイクルの推進、ごみの減量化にご協力をお願いします。
☆「その他の紙類」（紙ひもで束ねることができない小さな紙類）
　現在、古紙類「雑誌・紙箱、その他の紙類」のうち紙ひもで束ねることができない小さ
な紙類は、ビニール袋等に入れて出していただいていますが、まだまだ燃やせるごみとし
て出されていることがあるため、手間のかからないようネットで収集することで燃やせる
ごみの減量化を図ります。

《小さな紙類の例》

☆「食用油」（家庭からの使用済み・使用期限切れの食用油）
　現在でも市内 253 自治会のうち約 100 自治会がＮＰＯ法人Ｈｏｗ ｔｏ ２１ Ｃｌｕｂに
よる食用油の回収にご協力いただいておりますが、これを市内全域で取り組むことにより
燃やせるごみの減量化を図ります。

対象となる食用油
菜種油、大豆油、コーン油、ゴマ油、サラダ油など液状の植物性由来の食用油

対象とならない油
　ラードなどの動物性油、パーム油などの常温で固体の油脂、事業活動から出る廃食用油

問い合わせ先　本庁市民生活課生活環境係（☎６３−４０４２）

各地区のリサイクル収
集日にＮＰＯ法人が回
収します。

《出し方》
天かすを取り除き、ペッ
トボトルに入れて出す。
凝固剤等で固めたものは
回収できません。

ラップ等の芯 紙箱の仕切り紙箱の一部 小さな紙箱 小さな紙袋 紙製包装類の一部 → 《ネットで収集》

回収した食用油は、「バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）」「石鹸」「ローソク」「代替

除草剤」などに再資源化されます。
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※
４
月
１
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で

　

は
閲
覧
手
数
料
は
無
料
で
す
が

　

コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
１
枚
10
円

　

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

　

４
月
１
日
以
降
に
農
業
委
員
会

が
受
け
付
け
る
申
請
分
か
ら
預
金

残
高
証
明
書
や
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
（
予
定
）
証
明
書
等
の
添
付

が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

現　
行

　

転
用
事
業
に
要
す
る
資
金
の
総

　

額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
場

　

合
変
更
後

　

転
用
事
業
に
資
金
を
要
す
る
場

　

合
す
べ
て

※
農
地
を
売
買
・
転
用
等
す
る
に

　

は
許
可
が
必
要
で
す
。
現
在
耕

　

作
を
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、
登

　

記
地
目
に
関
係
な
く
農
地
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
１
３
）

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
～
７
月
１
日

　
（
月
）

※
土
曜
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

縦
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
縦
覧
場
所

　

本
庁
税
務
課
、
高
尾
野
支
所
お

　

よ
び
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

縦
覧
で
き
る
人

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

　

の
委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状

　

が
必
要
）

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
お
よ
び
委
任
状
の
様
式

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

手
数
料　
無　

料

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

閲
覧
時
間
お
よ
び
場
所
は
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
と
同
じ
で
す
。

税
帳
簿
縦
覧
・
税
台
帳
閲
覧

農
地
転
用

許
可
申
請
添
付
資
料
の
変
更

2013年度出水市農作業賃金等標準額
この金額は目安です。農地の条件等に合わせ双方で適正な額の話し合いをお願いします。

【一般作業】
作業名等 単位 標準額（円） 備　考

農作業 重労働 8 時間 5,800
軽労働 8 時間 5,400

【機械作業】
作業名等 単位 標準額（円） 備　考

水田耕 10a 6,000 平耕起 1 回につき
8,000 荒しろから仕上げしろまで

機械田植 10a 7,500 同時施肥
6,500 施肥なし

水稲育苗 1 箱 580 受け取り
630 配達込

バインダー 10a 9,000 ひも機械持ち

コンバイン 10a 13,000
~16,000

刈取りのみ
運搬については双方の話し合いによる

脱穀作業（水稲） 1 袋 350 コンバイン袋
畑耕うん 10a 6,000

甘藷つる切り 10a 4,000
甘藷機械堀り 10a 4,500
マルチャー 10a 7,500 うね立兼用

サブソイラー 10a 4,000
パワーディスク 10a 5,000

堆肥散布 10a 5,500 牛堆肥散布まで（2t 積散布車）
牧草梱包 10a 6,000 梱包のみ（ひも機械持ち）

防除作業 粉剤 10a 2,000 水稲を基準とする
乳剤 10a 3,000 薬剤は委託者持ち

アクスルプラウ 10a 4,000
ライムソワー（肥料散布機） 10a 2,000

畦塗り 1m 片面 40~50 地域性・水田等の条件により双方で加減する
バレイショ掘取り 10a 4,500

* 地域性・水田の条件（湿田・搬入不便・未整備田等）により双方で加減する。
* 倒伏田については、2 割増以内とし、ほ場の状態により双方で加減する。
* １筆当たりの面積が 5㌃未満の場合は 5㌃とし、10㌃未満の場合は 10㌃とする。

妊
娠
中
の
健
康
管
理

　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
、
出
水
市
に
と
っ
て
の

大
き
な
喜
び
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
妊
娠
中

の
健
康
管
理
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
は
、
体
に
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
こ

り
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
、
順
調
に
見
え
て

も
ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
気
に
な
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
次
の

よ
う
な
間
隔
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
て
、
胎

児
の
育
ち
具
合
や
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
健

診
日
以
外
で
も
、
出
血
や
腹
痛
な
ど
「
お
か
し

い
」と
感
じ
た
と
き
は
、す
ぐ
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

○
妊
娠
23
週
（
６
カ
月
末
）
ま
で

・
・
・
４
週
間
に
１
回

　

○
妊
娠
24
週
～
35
週
（
７
～
９
カ
月
末
）

・
・
・
２
週
間
に
１
回

　

○
妊
娠
36
週
（
10
カ
月
）
以
後
出
産
ま
で

・
・
・
毎
週
１
回

　

※
こ
れ
以
外
で
も
医
師
の
指
示
が
あ
れ
ば
、

　
　

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
が
進
む
に
つ
れ
て
、
妊
娠

中
の
母
体
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
っ

て
き
ま
す
。
特
に
、
妊
娠
11
週
（
３
カ
月
）
ご

ろ
ま
で
と
妊
娠
28
週
（
８
カ
月
）
以
降
は
、
体

の
調
子
が
変
化
し
や
す
い
時
期
で
す
。
仕
事
の

し
か
た
、
休
息
の
方
法
、
食
事
の
取
り
方
な
ど

調
整
し
ま
し
ょ
う
。
妊
娠
中
は
十
分
な
睡
眠
と

休
息
を
取
れ
る
よ
う
気
を
付
け
、
家
事
や
仕
事

の
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
、
周
り
の
人
に
も
協

力
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
に
多
い
の
が
貧
血
で
す
。妊
娠
中
は
、

胎
児
や
胎
盤
の
発
育
の
た
め
、
鉄
の
必
要
量
が

増
加
し
ま
す
。
貧
血
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

鉄
分
が
豊
富
な
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
取
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
肉
や
魚
な
ど
の
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
、
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松
菜
な
ど
鉄
分

の
多
い
食
品
、
鉄
分
の
吸
収
率
を
高
め
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
含
む
食
品
を
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

つ
わ
り
が
あ
る
と
き
は
、
食
べ
ら
れ
る
も
の

を
食
べ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
も
進

行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
妊
娠
中
に
一
度
は
、

歯
科
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
の
た
ば
こ
・
お
酒

　

た
ば
こ
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
な

ど
、
有
害
な
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
一
酸
化
炭
素

は
酸
素
の
運
搬
を
妨
げ
、
胎
児
を
低
酸
素
状
態

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
赤
ち
ゃ
ん

が
、
低
出
生
体
重
児
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
切
迫
早
産
、
前
期
破
水
、
常

位
胎
盤
早
期
剥
離
を
起
こ
り
や
す
く
し
、
胎
児

の
発
育
に
、
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
乳
幼
児
突

然
死
症
候
群
と
関
係
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
周
り
の
人
が
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
で

発
生
す
る
副
流
煙
も
同
じ
影
響
を
与
え
ま
す
。

妊
娠
中
は
、
妊
婦
自
身
も
で
す
が
、
周
り
の
家

族
も
妊
婦
の
そ
ば
で
、
喫
煙
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
胎
盤
を
通
過
し
や
す
く
、

妊
娠
中
の
習
慣
的
な
飲
酒
は
、
流
産
や
早
産
、

さ
ら
に
胎
児
の
発
育
（
と
く
に
脳
）
に
、
悪
影

響
を
与
え
ま
す
。
妊
娠
中
は
、
全
期
間
を
通
じ

て
飲
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
妊
娠
中
の
女
性
の
心
身
の
健
康
と
安
定
に

は
、
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
女

性
だ
け
で
な
く
、男
性
も
「
父
親
」
と
し
て
育
っ

て
い
く
た
め
の
大
切
な
準
備
期
間
で
す
。
新
し

い
命
と
と
も
に
、
女
性
も
男
性
も
、
ゆ
っ
く
り

親
と
し
て
の
自
覚
を
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
方

は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国

民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
保
険

料
の
納
付
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
に
関
し

て
は
、
免
除
制
度
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生

の
方
は
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
修
業
年
限
が
１
年

以
上
の
課
程
で
あ
る
各
種
学
校
等

に
在
学
す
る
学
生
（
夜
間
・
定
時

制
課
程
お
よ
び
通
信
課
程
も
含
み

ま
す
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
特
徴

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

の
支
給
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間

に
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
10
年

以
内
に
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
の
納

付
（
追
納
）
が
な
け
れ
ば
将
来
受

給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
額
が
加
わ
り
ま

す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
添
付
書
類
等

○
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証

明
書
（
原
本
）

○
印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
）

○
退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請

を
行
う
と
き
は
、
退
職
（
失
業
）

し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写

し
）

○
出
水
市
へ
転
入
し
て
こ
ら
れ
た

方
は
、
前
居
住
地
で
の
前
年
（
ま

た
は
前
々
年
）
の
所
得
額
証
明
書

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す

２
月
中
旬
ま
で
に
学
生
納
付
特

例
を
承
認
さ
れ
、
４
月
以
降
も
同

じ
学
校
に
在
学
予
定
の
方
は
、
３

月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が

き
）」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
上
、
返
送
す
る
だ
け
で
申
請

が
完
了
し
ま
す
。

た
だ
し
、
在
学
す
る
学
校
な
ど

を
変
更
さ
れ
た
方
は
再
度
窓
口
で

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
１
１
１
） 

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

２
０
１
２
年
11
月
号
で
訪
問
購

入
の
被
害
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
が
、
２
０
１
３
年
２
月
21
日
か

ら
、
訪
問
購
入
に
は
次
の
と
お
り

規
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

【
不
招
請
勧
誘
の
禁
止
】

　

事
業
者
は
、
飛
び
込
み
で
の
勧

誘
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。
消
費
者
か

ら
査
定
に
関
し
て
の
み
訪
問
要
請

を
受
け
た
場
合
も
、
査
定
を
超
え

た
勧
誘
行
為
は
禁
止
と
な
り
ま

す
。　
　

　

ま
た
、
し
つ
こ
い
勧
誘
や
買
い

取
る
物
品
の
種
類
を
明
示
し
な
い

で
勧
誘
す
る
こ
と
も
禁
止
と
な
り

ま
す
。

【
書
面
の
交
付
】

　

事
業
者
は
連
絡
先
お
よ
び
物
品

の
種
類
や
特
徴
、
購
入
価
格
、
引

き
渡
し
の
拒
絶
や
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た

書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
】

　

書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
８

日
以
内
は
無
条
件
で
契
約
の
解
除

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
に
事
業

者
が
物
品
を
第
三
者
に
引
き
渡
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
事
業
者
は
、

そ
の
情
報
を
消
費
者
に
す
ぐ
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
引
き
渡
し
の
拒
絶
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は

物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
は
迷

惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で

引
き
渡
し
を
さ
せ
る
こ
と
等
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務

等
で
お
困
り
の
方
は
、
出
水
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

６
２
０
３
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訪
問
購
入
の
法
改
正

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分～午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内　（☎63−6203）
○水曜日

午前９時30分～正午
野田支所市民福祉課内　（☎63−2111　内線741）
○水曜日

午後１時30分～同４時
高尾野支所市民福祉課内　（☎63−2111　内線453）

開 催 日　　５月 16 日（木）
開催時間
　午前９時 40 分～正午
　午後１時～同３時 40 分
開催場所　　
　本庁　３階大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

４月 19 日（金）～５月９日（木）
（土日祝日を除く
午前８時 30 分～午後５時）

予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
　（☎ 63−2111　内線147・148）
　
※４月 19 日開催の年金相談については
　広報いずみ３月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）
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発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 19 件 3 人 16 人

2 0 1 2 年
の 累 計

46 件
（＋ 4）

3 人
（＋ 2）

51 人
（− 1）

※　（　 ）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内（２月１日〜 29 日）

出水市防犯協会 63 − 1500問い合わせ先

2012 年中（１月～ 12 月）
の刑法犯の罪種別発生数 出

水
市
の
安
全
・
安
心

４月６日 (土 ) ～２０日 (土 )
　期間中、市内各地で地域安全運動キャンペーン
が実施されます。
　運動の重点

○子どもと女性の犯罪被害防止
○住宅対象の侵入犯罪の防止
○振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺の被
　害防止  

４月６日 (土 ) ～１５日 (月 )
　「子どもと高齢者の交通事故防止」を運動の最
重点として取り組まれます。
　運動の重点

○早朝、夕暮れ時、夜間における交通事故防止
○すべての座席のシートベルト・チャイルド
　シートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
○自転車の安全利用の推進
○交差点における交通事故防止

新入園・入学の みなさん
 おめでとうございます

道路に飛び出さないでネ！

2012 年　犯罪発生数 微増
　左表および下のグラフのとおり犯罪認知件数は、２４
件増加しました。

窃盗が８８．７％を占めています
　２４８件中２２０件が窃盗です。
　犯罪数を抑えるには、泥棒を防ぐことが重要なポイント

であると考えられます。

窃盗２２０件の手口は
　侵入盗が７１件（昨年比　＋ 12 件　一 昨年比 ＋ 26 件）
　　　　（空き巣、事務所・学校荒し等） 
　非侵入盗が１１６件（昨年比　＋ 15 件）
　　　　（万引き、車上狙い、置き引き、色情ねらい等）  

乗物盗が３３件（昨年比　＋ 2 件）
　　　　（自転車盗、オートバイ盗、自動車盗）
※中でも２０件を越えているのが空き巣、車上
　狙い、万引き、自転車盗です。

泥棒の被害に遭わないために
 ～今すぐにできる防犯対策～

 ▽ちょっとの外出でも確実な施錠
 ▽留守と見抜かれない工夫
　　　（留守でもライトやラジオをつける等） 
 ▽自転車・オートバイは、ワイヤーロックで二重ロック
　　　（ほぼ確実に被害は防止できます）

0

50

100

150

200

250

300

350

出水警察署管内の刑法犯認知・検挙件数

発生件数 330 277 271 224 248

検挙件数 112 98 99 90 109

２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

罪　 種 件 数 前年比

凶

悪

犯

殺　人 １ ＋１

強　盗 １ ±０

放　火 ０ －１

強　姦 ０ ±０

計 ２ ±０

粗

暴

犯

暴　行 ７ －１

傷　害 ７ ＋１

脅　迫 ０ －３

恐　喝 １ ＋１

計 １５ －２

窃 盗 ２２０ ＋２９

知

能

犯

詐　欺 ４ ±０

横　領 １ ＋１

偽　造 １ ＋１

その他 ０ ±０

計 ６ ＋２

風 俗 犯 ０ －２

そ の 他 ５ －３

総 数 ２４８ ＋２４
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「出水市読書活動推進計画（第２次）」の実践が始まった２０１２（平成２４）年度は、さまざまな場所
や団体で読書活動が繰り広げられました。この１年を振り返ってみましょう。

読書活動　この１年

読書活動に関する問い合わせ先
      読書推進課
       ☎ 63‒4121

２０１３（平成２５）年度も読書に関するイベントや本の情報を発信していきます。

読み聞かせの依頼も随時受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html

・「読書活動推進計画（第２次）」発表。「家

読（うちどく）」の推進と、「第３土曜日

は市民読書の日」を定めました。

４月

・「地域子ども会読書の集い」スタート。

おはなしボランティアの皆さんが、２月

までに 10 自治会を訪れました。

６月

・生涯学習・福祉・ボランティアフェス

タのワークショップで「読み聞かせ」の

体験コーナーを実施。

２月

・出水小学校で絵本作家「サトシン」さ

んが講演。代表作の読み聞かせや「おて

て絵本」で盛り上がりました。

11 月

・「わくわく☆おはなしフェスタ」を開

催。８グループがさまざまな手法でおは

なしを披露。大川内中学校の文芸サーク

ル「ハッピークローバー」の皆さんも参

加されました。

12 月

・「夏休み朗読会 in いずみ」をクレイン

パークで開催（80 人参加）。プロのア

ナウンサーの朗読を堪能しました。

・各地域の夏祭りでプラカードを持って

踊りに参加。青年団の皆さんも手作りの

横断幕等で読書活動をアピールしてくだ

さいました。

８月

・「読書活動推進ホームページ」開設。

学校・地域・図書館等の活動報告や、イベ

ント告知を掲載し、情報発信しています。

５月

・野田小学校で「夜のおはなし会」とあ

わせて「セミの羽化観察会」を実施。生

きものの神秘に感動！

７月

・市立図書館システムを更新。インター

ネットから本の予約ができるようになり

ました。

３月

・第６回読書活動日本一のまちづくり推

進大会を開催。「家読推進プロジェクト」

の佐川二亮代表を講師にお迎えし、家読

の大切さを講演していただきました。

・下水流小学校と愛育保育園に、「本と

あそぼう全国訪問おはなし隊」がやって

きて、おはなしや絵本を楽しみました。

１月

・青年の家の「いずみのしおり製作ボラ

ンティア」が本格的に活動開始。３月ま

でに約 4000 枚のしおりが完成。

９月

・東出水小学校で全児童による「選書会」

を開催。

・市立図書館で「文学を思いっきり語ろ

う in 出水」を開催。

10 月
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読書活動に関する問い合わせ先
      読書推進課
       ☎ 63‒4121



≪幼児・小学生≫

●「どろんこ！　どろんこ！｣ むらかみ　やすなり　作
●「イヌ　カウ　コドモ」 金森　美智子　文
●「ぼく、まってるから」 正岡　慧子　作
●「ねこの手かします　かいとうゼロのまき」 内田　麟太郎　作
●「ぼくのサイ」 ジョン・エイジー　作
●「もしも、ぼくがトラになったら」 ディーター・マイヤー　文
●「ふかいあな」 キャンデス・フレミング　文
●「かくれんぼ　どうぶつえん」 石津　ちひろ　文
●「つなひき」 ジョン・バーニンガム　作・絵
●「おなべふこどもしんりょうじょ」 やぎゅう　げんいちろう作

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「林業少年」 堀米　薫　作
●「ひみつの川」 マージョリー・キナン・ローリングズ　文
●「スターリンの鼻が落っこちた」  ユージン・イェルチン　作・絵

・・・・・等
≪一般≫

●「味な映画の散歩道」 池波　正太郎　著
●「肉骨茶」 高尾　長良　著
●「正義のセ｣ 阿川　佐和子　著
●「いよう！」 山田　宗樹 著
●「春風伝」 葉室　麟　著
●「双頭の船」 池澤　夏樹　著
●「ドンナ　ビアンカ｣ 誉田　哲也　著
●「一路」上・下 浅田　次郎　著
●「蘭陵王の恋」 平岩　弓枝　著
●「心配しないで、モンスター」 平  安寿子　著
●「突破口」 笹本　稜平　著
●「ロスト・ケア」 葉真中　顕　著
●「沈黙の町で｣ 奥田　英朗　著
●「晩夏」 今野　敏　著
●「破邪の剣　用心棒血戦記」 鳥羽　亮　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 ４月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜・祝日
　午前９時～午後６時

15日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時～午後６時 19日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

４月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

４月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ２日
16 日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
９日

23 日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00
３日

17 日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 10 日
24 日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ４日
18 日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00
11 日
25 日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 ５日
19 日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 12 日
26 日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

４月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

３日、10日、17日、24日
午後４時～

だっこＤＥえほん 27日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

１日、８日、15日、22日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

９日（火）、23日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

４日、11日、18日、25日
午後４時～

だっこＤＥえほん ４日（木）午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（火）午後７時～

【一般書】

『「また、必ず会おう」と
誰もが言った。』
喜多川　泰　著
サンマーク出版

　故郷から遠くはなれた東京
に取り残された和也は、ひょ
んなことから、家まで自力で
帰ることに。その道中の出会
いから、自分を見直すきっか
けを見つけ始めます。
　一人の少年の成長がリアル
に描かれていて、読み進める
うちに自分も一緒に成長でき
る本です。

【児童書】

『しつれいですが、
魔女さんですか』

エミリー・ホーン　作
江国　香織　訳

パビル・パブラック　絵
小峰書店

　図書館で「魔女の百科事典」
を読んだ黒猫のハーバート。
　魔女が黒猫をかわいがると
いうことを知ったハーバート
は、魔女さがしにでかけます。
　道ゆく人に「魔女さんです
か？」と尋ねるハーバート。
　はたして本物の魔女を見つ
けることができるのでしょう
か・・・・？
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新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）
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市
議
会
議
長
ら
が
来
市

姉
妹
都
市　
韓
国
順
天
市

　

２
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
５
日
間
、
薩

摩
・
大
隅
路
の
53
区
間
５
８
８
・
６
㌔
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
第
60
回
記
念
鹿
児
島
県
下

一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で
出
水
チ
ー

ム
は
総
合
順
位

で
昨
年
の
７
位

か
ら
２
つ
順
位

を
上
げ
第
５
位

で
し
た
。

　

２
日
目
の
郷

土
入
り
で
は
３

位
と
８
秒
差
の

第
４
位
に
入
る

な
ど
、
昨
年
の

総
合
タ
イ
ム
を

約
15
分
短
縮
す

る
大
活
躍
で
し
た
。

５位に躍進
第60回県下一周駅伝大会

竹
刀
で
交
流

三
市
親
善
剣
道
大
会

　２月３日、市総合武道館で出水市、薩摩川内市、
阿久根市の剣道連盟による三市親善剣道大会が開催
され、各市25人ずつの団体戦が行われました。
　本大会は、剣道を通じ、心身の修練と技術の向上
およびお互いの交流を図ることを目的に開催され、
今回で54回目。
　会場では白熱した熱戦が繰り広げられ、優勝は出
水市、準優勝は薩摩川内市でした。

歌
と
ダ
ン
ス
で
魅
了

宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
シ
ョ
ー

　宝塚歌劇団OGによるグランドショー　ザ・レ
ビュー「サ・セ・パリⅡ」の公演が2月2日 、市文化
会館で開催されました。
　タカラジェンヌOGが華やかな衣装で、きらびや
かな歌とダンスを披露。
　多くの観客で埋め尽くされた会場は感動に包まれ
ていました。

　

２
月
19
日
、
本

市
と
姉
妹
都
市
盟

約
を
結
ん
で
い
る

大
韓
民
国
順
天
市

の
金キ

ム

デ

ヒ

大
熙
議
長
ら

７
人
が
、
５
月
に

開
催
さ
れ
る
順
天

湾
国
際
庭
園
博
覧

会
の
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
本
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
で
渋
谷

市
長
は「
順
天
湾

国
際
庭
園
博
覧
会

に
は
出
水
市
も
庭

園
を
出
展
す
る
。

姉
妹
都
市
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
と
絆
を
深
め

て
、
両
市
が
発
展
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。
金
議
長
は「
姉
妹
都
市
と
な
り
、
訪
問
で
き
た
こ
と

が
非
常
に
う
れ
し
い
。
視
察
し
て
出
水
市
の
い
い
と
こ
ろ
を

見
習
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
順
天
湾
国
際
庭
園
博
覧
会

　

韓
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
庭
園
博
覧
会
で
す
。
未
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
庭
園
文
化
・
技
術
を
展
示
す
る
も
の
で
、
欧
州

な
ど
先
進
国
で
は
す
で
に
１
５
０
年
前
か
ら
浸
透
し
て
い
る

博
覧
会
で
、
土
木
・
治
水
・
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
そ
の
時
代
の
あ
ら

ゆ
る
技
術
を
総
体
的
に
活
用
し
、
都
市
開
発
お
よ
び
環
境
計

画
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
期
間
は
、
４
月
20

日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
。
５
月
11
、
12
日
は「
出
水
の
日
」が

設
け
ら
れ
、
公
式
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
か
ら

も
訪
問
し
、
和
太
鼓
演
奏
等
の
文
化
公
演
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。
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　毎月第２土曜日に名護漁港で開催される名護新鮮
おさかな市が２月９日開催され、多くの買い物客で
にぎわいました。
　今季できたばかりの出水産新のりの炙り方教室、
のりの無料配布がありました。また、干物・すり身
の調理教室では、多くの人が出水産水産物の調理方
法を学んでいました。

優
し
さ
を
学
ぶ

人
権
の
花
運
動

　人権の花運動の閉会式が２月13日、蕨島小学校で
ありました。
　人権の花であるひまわりを育てるなど人権の大切
さを全校児童で学んだことに対し感謝状が贈られま
した。児童を代表して６年生の東隆佑さんが「一人
一人いいところを見つけるようにした」、杉川蘭さ
んが「一人で考えるよりみんなで考える方がいい」と
取り組みを報告しました。

新
の
り
祭
りお

さ
か
な
市

掃
海
母
艦
が
入
港

米
ノ
津
港

　２月23日、海上自衛隊掃海隊群の掃海母艦「うら
が」の一般公開が行われました。「うらが」は神奈川
県の横須賀を母港とし、海中の機雷等を除去する掃
海艇等への指揮や補給・支援を行う母艦機能を持っ
た艦で八代海での掃海訓練のため米ノ津港に寄港し
ていました。当日は、晴天に恵まれ、多くの市民が
普段見ることのできない大型艦の内部等を熱心に見
学していました。

正
司
歌
江
さ
ん
が
講
演

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ

　２月16日、市文化会館で生涯学習・福祉ボランティ
アフェスタが開催され、かしまし娘で全国に親しま
れ、現在は女優として活躍されている正司歌江さん
の講演があり、ユーモア溢れる語りで会場の笑いを
誘っていました。また、ボランティア団体の活動紹
介や体験コーナーのほか、福祉施設等で作られた物
品の販売もあり、訪れた人はさまざまなボランティ
ア活動に親しみ、楽しみながら学んでいました。

美
声
が
響
く

少
年
少
女
合
唱
団

　２月24日、第18回出水市少年少女合唱団定期演奏
会が開催されました。
　「ふるさとに生きる」をテーマに、少年少女の若く
力強い声が響き渡りました。
　演奏会の最後では、ゲスト出演した男性コーラス

「ゴーシュ」、「クレインコーラス」と多くの観客で埋
め尽くされた会場が一緒になって「ふるさと」の大合
唱がありました。

サ
ザ
ン
で
盛
り
上
が
る

音
鶴
フ
ェ
ス

　音鶴フェスinいずみ2013が２月23日、出水公会堂
で開催されました。
　音楽バンドのサザンオールスターズの演奏を完全
に再現しているとテレビなどで取りあげられている
KAWAMURABANDの演奏があり、会場はたいへ
ん盛り上がりました。また、地元バンドのコンテス
トもあり、高校教諭の狩集浩志さんがグランプリを
獲得しました。



　
（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

宮　

野　

月つ

か

さ冴
（
公
平
・
忍
文
）

木　

村　

海か

い

り理
（
誠
・
佳
菜
）

内　

園　

夏な

つ

み実
（
三
郎
・
満
知
子
）

尾　

上　

結ゆ

う

あ愛
（
誠
・
恵
美
）

東　
　
　

篤あ

つ

き生
（
健
治
郎
・
智
子
）

宮　

下　

空す

か

い維
（
勝
輝
）

中　

村　

紳し
ん
じ
ろ
う

次
朗
（
和
志
・
望
）

尾　

上　

志し

よ

う洋
（
洋
平
・
千
愛
）

岡　

部　

幸こ

う

き樹
（
優
樹
・
美
里
）

田　

口　

幸こ
う
め
い明
（
哲
也
・
美
穂
子
）

藏　

滿　

真さ

な那
（
貴
明
・
愛
）

濵　

田　

莉り

お穂
（
真
利
・
愛
）

德　

留　

慶き
よ
う
い
ち一
（
直
樹
・
静
香
）

樋　

渡　

幸ゆ

き

ね音
（
清
知
・
美
鈴
）

枦　
　
　

翔と

う

が牙
（
仁
・
悦
子
）

片　

平　

雄ゆ

う

と斗
（
雄
一
・
晶
子
）

溝　

上　

桃も

も

こ子
（
晃
太
・
晶
代
）

丸　

尾　

瑠る

な那
（
隆
幸
）

橋　

口　

隼し
ゆ
ん
た汰
（
弘
幸
・
未
来
）

桐　

野　

心み

ひ

ろ泰
（
大
雄
・
志
穂
）

塚　

元　

咲さ

き紀
（
秀
樹
・
佑
衣
）

山　

口　

結ゆ

う生
（
裕
範
・
の
ぞ
み
）

上　

村　

仰あ

お

い生
（
直
・
さ
と
み
）

松
ケ
野　

創そ
う
す
け介
（
勇
・
美
穂
）

荒　

木　

仁に

い

な愛
（
隼
介
・
優
子
）

工　

藤　

花か

の

ん音
（
英
治
・
美
紀
）

小　

田　

凌り
よ
う
や也
（
亮
・
智
子
）

松　

下　

愛あ

い

り怜
（
智
幸
・
由
賀
）

川　

畑　

憧と

う

あ紅
（
恵
介
・
信
代
）

田　

島　

妃ひ

な

た菜
（
賢
丈
・
由
美
）

　（
１
月
29
日
～
２
月
25
日
届
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

釜　
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有村英語教室有村英語教室

連絡先(携帯)090-9793-8314

場所：高尾野町HottoMotto上階

英語を好きに！英語、そして世界のことを楽しく学ぼう！

講師：有村真由美
<免許及び資格等>
高等·中学校教諭一種免許/博物館学芸員資格等
現在までの渡航国20か国以上
中東(イラン)長期滞在経験有り

小学生ｺｰｽ：木曜日(月4回)
中学生ｺｰｽ：月/水/金(週3回)
準2級ｺｰｽ：木曜日(月4回)
2級/センターｺｰｽ：火曜日(月4回)
国立2次/私大ｺｰｽ：火曜日(月4回)
準一級ｺｰｽ：土曜日(月2回)

紫学館創立満５５周年特別記念

25年度 新学年度生募集
４月８日始業 学校補習・受験学習を全面サポート！ 只今受付中！
小学生 ◇ ５・６年 算・国 指導 中学生 ◇ １年 英・数・国・理 指導
高校生 ◇ 個別指導 英・数 指導 ◇ ２・３年 主要５教科 指導

申し込み・問い合わせはすべて電話で
０９９６－６２－０４５４

受付時間 PM 2:00～PM 8:00(日祭日を除く)

伝統と実績を誇る

紫 学 館
出水市向江町６－２８

授業料・コース大幅改定
(例)新中１ 英・数・国・理指導で13650円→9600円

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用
ください‼　ただし、掲載可能な数に限りがありますので掲載
希望が多数の場合は、調整させていただきますのでご了承くだ
さい。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　  ［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

4　　　　　月
日 医　療　機　関　名

7日（日）

［当］よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63−1112

［当］東医院 内・外・胃腸科 六月田中 ☎67−1861

［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

14日（日）

［当］奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎82−3998

［当］つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67−5560

［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62−0167

21日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82−0017

［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

 28日（日）

［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200

［当］荘記念病院 内科・精神 西水流 ☎82−3113

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

29日（月）

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62−0170

［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633
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水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

４月１日～７日 出水合同電設 ☎62−0676 

携帯電話
（090−7397−7898）

樋 口 電 設 ☎85−5901

携帯電話
（090−7154−7490）

４月８日～14日 山門電気商会 ☎67−1066 ホクシン工建 ☎82−0612

４月15日～21日 司 工 業 ☎63−7485 野 村 電 設 ☎82−3637

４月22日～28日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 第 一 産 業 ☎84−2089

4月29日 ヤマサキ電機産業 ☎67−3405 三 友 建 設 ☎82−0173

4月30日 たかさご水道 ☎67−4400 別府水道住宅設備 ☎84−2080

７日（日）▶消防団辞令交付式および規律訓練（午前８時30分・市総合体育館多目的広場）

８日（月）▶公立小・中学校入学式および公立幼・小・中・高始業式

27日（土）▶市スポーツ少年団結団式（午前10時・市総合体育館）

４月の主な行事

4月7日
し お 歯 科 医 院 歯科 ☎67−5844 米ノ津駅通り

あ す か 薬 局 ☎63−7322 鹿　島

あ じ さ い 薬 局 ☎67−2055 六月田下

4月14日
太田歯科クリニック 歯科 ☎84−4700 仲町（野田）

いまがま調剤薬局 ☎65−7550 今釜西

4月21日
上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2306 西　町

フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中

高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64−2110 上の原

4月28日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2501 上沖田

ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新 町

し も ず る 薬 局 ☎64−2211 西水流

4月29日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0601 春日町

クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄　町

Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水）

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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ツ
ル
の
保
護
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防

疫
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
県
ツ
ル
保
護
会

に
寄
付
を
さ
れ
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
出

水
（
岩
﨑
千
鶴
子
会
長
）
の
み
な
さ
ん

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
街
路
灯

出
水
駅
東
口
に
10
基
設
置

　

出
水
駅
東
口
緑
地
公
園
の
市
道
出
水
駅
東
線

お
よ
び
広
瀬
松
尾
線
の
歩
道
沿
い
に
、
良
好
な

景
観
お
よ
び
地
域
住
民
や
観
光
客
等
が
夜
間
安

心
し
て
歩
け
る
安
全
な
歩
行
空
間
を
形
成
す
る

た
め
設
置
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
大
学
駅
伝
、
実
業
団
駅
伝
な
ど
で

活
躍
し
、
現
在
本
市
に
在
住
し
て
い
る
永
田

宏
一
郎
さ
ん
が
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

１
月
の
サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
で
は
、
押
し
花
を
使
っ

て
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
の
周

辺
で
集
め
た
植
物
で
作
っ
た

押
し
花
を
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の

台
紙
に
好
き
な
よ
う
に
デ
ザ

イ
ン
し
て
作
り
ま
す
。
熱
を

加
え
て
パ
ウ
チ
す
る
と
、
押

し
花
の
色
が
鮮
や
か
に
な
り

き
れ
い
で
す
。

　

参
加
者
は
色
と
り
ど
り
の

花
を
並
べ
て
お
花
畑
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
り
、
植
物
の
形
を

生
か
し
て
今
年
の
干
支
の
蛇

や
、
恐
竜
、
ツ
ル
な
ど
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
り
し
て
、
世
界

に
一
つ
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

『今月の問題』
鳥の子育て時期である春から夏にかけ
て、地面にいるヒナを見かけることが
あります。このとき、どうする？
Ａ 親鳥が近くにいるので、そっとその

場を離れる
Ｂ 拾って帰る Ｃ 人間が育てる
☆　答えは来月号で
　先月号の答えは B ソデグロヅル でした。

　

出
水
の
植
木
を
紹
介
す
る
た
め
、
姉
妹
都
市
の
大
韓
民

国
順
天
市
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
１
３
順
天
湾
国
際
庭
園

博
覧
会
」
に
、
日
本
庭
園
を
出
展
さ
れ
た
出
水
造
園
建
設

業
協
会
の
み
な
さ
ん
（
写
真
上
）、
本
市
の
児
童
・
園
児

ら
が
描
い
た
夢
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
下
）。


